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（１）現状と課題 
 
  ★滝川市の二酸化炭素排出量は、平成１２年（２０００年）が４１２千ｔで、平成２年（１９９０

年）の排出量３９４千ｔと比較して、４．４％増加しています。 
                     ※出典：地域特性に応じた水素エネルギー適応モデル調査報告書 

  ★広域ごみ処理施設リサイクリーンでは、生ごみによるバイオガス発電を行い、施設内の電気利用

とともに一部売電を行っています。 
 ※バイオガスとは  微生物発酵や酵素などの生物反応によって生成する燃料用ガスの総称 

★滝川市から発生する資源をもとにバイオマスエネルギーとして活用が見込まれるものは、生ごみ

バイオガス、下水消化ガス、家畜ふん尿バイオガス、林地残材、農業残滓
ざん し

などです。     
 
※残滓とは  残りかすをいう。 
※バイオマスエネルギーとは  生ごみや家畜ふん尿のメタン発酵によって得られるメタンやサトウキビやサツマイモのアル

コール発酵によって得られるエチルアルコールなど、生物体からつくられるエネルギーをいう。 
                       ※出典：地域特性に応じた水素エネルギー適応モデル調査報告書 

  ★京都議定書の発効に伴い、地域においても温室効果ガスの削減は重要な課題となっています。 
   化石燃料にかわる地域資源としてこれまで利用されていなかった未利用エネルギーを活用し、温

暖化防止に寄与する地域エネルギーを創出することが求められます。 
  ★民生部門、運輸部門をはじめ、各部門において省エネルギー対策の推進が求められます。 
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（２）創
そう

エネ・省
しよう

エネ物語のあらすじ 

 
現状と課題を踏まえ、２０１５年を目標に以下のようなまちの姿を目指します。 

   
※環境家計簿とは 
電気・ガス等の使用量または支払い金額を定期的に入力し、エネルギーの使用にともなう二酸化炭素の排出量を算出

する仕組み 
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（１）現状と課題 
  
★農家戸数は減少し続けており、平成２年の１，０７４戸に対し平成１２年には７８９戸と１０年間

で２６．５％減少しています。（資料：農林業センサス） 
 ★平成１２年の経営耕地面積は、田・畑・樹園地をあわせて約４，４７５ｈａで、滝川市総面積の約

４割を占めています。（資料：農林業センサス） 
★現在、北海道独自の表示認証制度「北のクリーン農産物表示制度」に登録しているのは２団体です。 
 ★その他、契約栽培により減農薬・減化学肥料米を生産する団体や日本農林規格有機認証を取得して

玉葱を生産する農業者、大葉を無農薬で栽培する企業などがクリーン農業に取り組んでいます。 
  ※クリーン農業とは  有機物の施用などにより土作りに努め、農薬や化学肥料の使用を必要最小限にとどめるなど、環境との調 

和に配慮した安全・高品質な農産物の生産を進める農業 

★平成１５年の滝川市の森林面積は、１，２３５ｈａで総面積の約１１％を占めています。森林のう

ち、天然林が６４６ｈａ、人工林が５１８ｈａとなっています。（資料：北海道林業統計） 
 ★森林は、道立花・野菜技術センター及び丸加高原にある牧野の周辺の天然林と丸加高原以東のトド

マツ、エゾマツを中心とした人工造林に大別されます。 
 ★市内には、国内３番目の長さを誇る石狩川とその支流である空知川の二大河川が流れています。 
  その他、須磨馬内川、熊穴川、江部乙川、ラウネ川など全体で２０を超える河川があります。  
 ★水循環や物質循環の過程において、農地、森林、河川のそれぞれが密接な関連性を持ち、環境保全

に重要な役割を果たしています。水や空気をはじめ、私たちにもたらす自然の恵みを持続可能な状

態に保つため、これら自然環境を一体的に保全していかなければなりません。 
 ★街路樹をはじめ居住空間における緑の保全や量の拡大について、住民の協力を得ながら進める必要

があります。 
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物語のあらすじ 

 
現状と課題を踏まえ、２０１５年を目標に以下のようなまちの姿を目指します。 
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